
JA尾道市は持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け取り組みます。

新入職員紹介特
集
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成
育
に
と
っ
て
、重
要
な
管
理
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
田
植
え
か
ら
中
干
し
ま
で
の
水
管
理
は
次
の

通
り
で
す
。

◆
田
植
え
後
〜
活
着
ま
で

　
寒
冷
地
で
は
田
植
時
期
の
平
均
気
温
が
低
い

た
め
、
水
の
保
温
効
果
を
生
か
し
た
初
期
管
理

が
重
要
と
な
り
ま
す
。
寒
冷
地
で
の
一
般
的
な

水
管
理
は
、
低
温
・
強
風
の
場
合
に
は
深
水
と

し
ま
す
。

　
活
着
期
に
低
温
が
予
測
さ
れ
る
場
合
は
、
日

中
は
３
〜
４
㎝（
株
元
が
隠
れ
る
く
ら
い
）で
止

水
し
水
温
を
上
昇
さ
せ
、
夕
方
に
入
水
し
て
夜

間
は
５
〜
６
㎝（
通
常
の
湛
水
深
）と
す
る
こ
と

で
、
活
着
ま
で
の
水
温
を
高
く
維
持
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

　
植
え
傷
み
に
よ
っ
て
活
着
が
遅
れ
る
こ
と
が

多
い
の
で
、
活
着
す
る
ま
で
深
水
管
理
と
し
、

そ
の
後
浅
水
管
理
と
し
ま
す
。

◆
活
着
後

　
活
着
後
、
分
げ
つ
期
に
入
り
ま
す
。
寒
冷
地

で
は
、
有
効
分
げ
つ
数
を
早
期
に
確
保
す
る
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
そ
の
た
め
、
有
効
分
げ

つ
終
止
期
ま
で
、
浅
水
管
理
な
ど
に
よ
っ
て
水

温
を
高
く
す
る
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
生
理
障
害
】

◆
赤
枯
症

　
赤
枯
症
は
病
気
で
は
な
く
、
根
が
ス
ト
レ
ス

を
受
け
て
い
る
こ
と
の
サ
イ
ン
で
す
。
症
状
と

し
て
は
、葉
に
赤
褐
色
の
斑
点
が
多
数
で
き
ま
す
。

　
田
の
ガ
ス
湧
き
等
に
よ
り
根
の
養
分
吸
収
が

阻
害
さ
れ
る
こ
と
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、落
水
し
て
田
を
干
し
、

土
壌
中
に
酸
素
を
供
給
す
る
と
と
も
に
、
停
滞

水
を
除
去
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
土
層
を
酸

化
的
に
さ
せ
、
有
害
物
質
の
発
生
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
豊
土
サ
ン
グ

リ
ー
ン（
追
肥
用
）５
㎏
／

10
ａ
等
を
施
用
す
る
こ
と

で
緩
和
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

◆
硫
黄
欠
乏
症

　
管
内
で
硫
黄
欠
乏
症
に
よ
る
初
期
生
育
停
滞

お
よ
び
葉
の
黄
化
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
症
状
も
赤
枯
症
と
同
様
に
土
壌
還
元
の
発
生

に
よ
り
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
対
策
と
し
て
は
、
赤
枯
症
と
同
様
に
落
水
し

て
田
を
干
す
等
、
停
滞
水
を
除
去
し
ま
す
。

　
併
せ
て
、
発
生
後
の
対
策
と
し
て「
畑
の
カ

ル
シ
ウ
ム
」20
㎏
／
10
ａ

や「
マ
ル
チ
サ
ポ
ー
ト
２

号
」20
㎏
／
10
ａ
等
を
施

用
す
る
こ
と
で
緩
和
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
病
害
虫
】

　
梅
雨
に
入
る
と
、
い
も

ち
病
が
発
生
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

　
発
生
し
や
す
い
気
象
条

件
と
し
て
は
、
曇
雨
天
日

数
が
多
く
、
風
が
弱
く
ど
ん
よ
り
と
し
た
天
候

ほ
ど
発
生
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ウ
ン
カ
や
コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ
な
ど
の
飛

来
害
虫
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

　
本
年
度
の
温
州
ミ
カ
ン
は
不
作
樹
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
園
内
で
開
花
時
期
が
バ
ラ
つ

く
の
で
、
防
除
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

【
病
害
虫
防
除
】

◆
ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ
・
チ
ャ
ノ
ホ
コ
リ
ダ
ニ

　
サ
ビ
ダ
ニ
、
ホ
コ
リ
ダ
ニ
は
、
葉
の
上
で
増

殖
し
果
実
へ
移
動
し
て
き
ま
す
。
落
弁
期
に
ア

グ
リ
メ
ッ
ク
で
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

◆
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

　
近
年
ア
ザ
ミ
ウ
マ
被
害
に
よ
る
正
品
率
低
下

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
被
害
が
出
る

▲コブノメイガ

▲秋ウンカ被害

▲コブノメイガ被害

柑
　橘

▲サビダニ被害果
（果実が茶色・黒く
変色する）

▲ホコリダニ
（果実が灰色になる）

　
早
生
品
種
で
は
、
す
で
に
田
植
え
を
終
え
て

い
る
圃
場
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
水
管
理
に
十
分
注
意
し
、
高
温
等
の
異

常
気
象
に
耐
え
る
た
め
に
も
強
い
稲
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、南
部
地
域
の
中
生
以
降
の
品
種
で
は
、

今
か
ら
が
田
植
え
の
最
盛
期
と
な
り
ま
す
。
箱

処
理
剤
と
一
発
除
草
剤
の
誤
使
用
に
は
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
水
管
理
】

　
田
植
え
後
の
水
管
理
は
、
苗
の
活
着
や
初
期

水
　稲

▲赤枯症▲イオウ欠乏症▲いもち病

今月の 栽 培 ポイント 5月

詳しくはお近くの下記事業 所までお問い合わせください。

東尾道営農センター ☎0848-56-1231

尾道北営農センター ☎0848-29-9611

向 島 営 農 セ ン タ ー ☎0848-44-2106

因 島 営 農 セ ン タ ー ☎0845-25-6161

世 羅 営 農 セ ン タ ー ☎0847-25-5029

浦 崎 支 店 ☎0848-73-3311

御 調 支 店  ☎0848-76-2242

世 羅 西 支 店 ☎0847-37-7100

新入職員紹介

この度JA尾道市の職員となりました。この度JA尾道市の職員となりました。
早く組合員や地域の方の力になれるようがんばりますので、早く組合員や地域の方の力になれるようがんばりますので、

よろしくお願いします！よろしくお願いします！

石
い し

田
だ

 蒼
あ お

依
い

東尾道営農センター

❶ ナス
❷ 責任感がある
❸ 信頼される職員に
なりたい。

❹ アニメ鑑賞

関
せ き

屋
や

 千
ち

紗
さ

未
み

栗原支店

❶ トマト
❷ 責任感を持ち、組織
で協力し、仕事をこ
なす

❸ 「私に対応して欲しい」
と思っていただけるよ
うな明るい職員になり
たい。

❹ 音楽鑑賞

❶好きな農産物は？　　❷ あなたにとって社会人のイメージは？
❸ 入組にあたっての抱負（こんな職員になりたい）　　❹趣味や好きなことInterview

久
く

保
ぼ

田
た

 莉
り

央
お

尾道東支店

❶ ハクサイ
❷ 冷静沈着
❸ 地域の皆さまに安心してい
ただける職員になりたい。

❹ 写真撮影・裁縫

岩
い わ

下
し た

 悠
は る

希
き

向島支店

❶ もも
❷ 博識で色々なことができる
❸ 元気で誰からも好かれる
職員になりたい。

❹ 球技・ゲーム

田
た

口
ぐ ち

 蓮
れ ん

因島南支店

❶ ネギ
❷ 責任感が強い
❸ 組合員・地域の方々に寄
り添える職員になりたい。

❹ 旅行

2026（令和８）年度に加わった新しいJA尾道市の仲間を紹介します。
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。
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❷ 責任感が強い
❸ 組合員・地域の方々に寄
り添える職員になりたい。

❹ 旅行

2026（令和８）年度に加わった新しいJA尾道市の仲間を紹介します。

組合員のみなさまへ 組合員のみなさまの住所・氏名・資格等の変更、または相続等があった場合は異動手続きが必要となりますので、最寄りの支店にご相談のうえ組合員のみなさまの住所・氏名・資格等の変更、または相続等があった場合は異動手続きが必要となりますので、最寄りの支店にご相談のうえ
手続きをお願いいたします。手続きをお願いいたします。
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園
地
は
、
６
月
10

日
頃
に
ス
ピ
ノ

エ
ー
ス
フ
ロ
ア
ブ

ル
を
追
加
散
布
し

ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
レ
モ
ン
の
ア
ザ
ミ
ウ
マ
被
害
は
６
月

中
旬
と
７
月
上
旬
に
防
除
が
必
要
で
す
。

◆
灰
色
カ
ビ
病

　
温
州
ミ
カ
ン
、
安
政
柑
、
清
見
で
被
害
が
多

い
病
気
で
す
。
安
政
柑
の

外
観
が
悪
い
園
地
は
、
果

実
上
の
花
び
ら
を
落
と
し

て
や
る
と
綺
麗
な
果
実
を

作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
黒
点
病

　
黒
点
病
防
除
薬
剤
の
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン
は
、

散
布
後
１
カ
月
ま
た
は
降
雨
２
５
０
㎜
を
超
え

る
前
に
次
の
防
除
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。ア

ビ
オ
ン
Ｅ
の
混
用
や
霧
な
し
ノ
ズ
ル
な
ど
を
使

用
す
る
と
薬
剤
の
残
効
期
間
が
長
く
な
り
ま
す
。

　
枯
れ
枝
が
発
生
源
と
な
る
の
で
、
梅
雨
入
り

前
に
枯
れ
枝
除
去
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

◆
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

　
秋
の
高
温
の
影
響
で
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
発
生

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
ム

フ
ロ
ア
ブ
ル
ま
た
は
エ
ル
サ
ン
乳
剤
で
防
除
し

ま
し
ょ
う
。

◆
か
い
よ
う
病

　
か
い
よ
う
病
が
多
発
し
て
い
る
レ
モ
ン
、

ネ
ー
ブ
ル
等
の
園
地
で
は
、
５
月
下
旬
に
も
防

除
が
必
要
で
す
。
健
全
部
位
へ
の
感
染
防
止
目

的
で
薬
剤
散
布
し
ま

す
。
殺
菌
効
果
は
あ
ま

り
期
待
で
き
な
い
の
で
、

罹
病
し
て
い
る
葉
や
枝

は
徹
底
的
に
除
去
し
ま

し
ょ
う
。

◆
カ
ミ
キ
リ
虫
対
策

　
昨
年
度
は
、
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
被
害
に
よ
り
枯

死
し
た
樹
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。多
発
園
で
は
、

モ
ス
ピ
ラ
ン
顆
粒
水
溶
剤
４
０
０
倍
を
主
幹
か

ら
株
元
へ
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

◆
ナ
メ
ク
ジ
・
ウ
ス
カ
ワ
マ
イ
マ
イ

　
株
元
に
ド
ー
ダ
を
巻
き
付
け
る
こ
と
に
よ

り
、
被
害
を
防
止
で
き
ま
す
。

【
夏
肥
の
施
用
】

　
中
晩
柑
の
大
玉
生
産
に
は
、
夏
肥
の
施
用
が

重
要
で
す
。
適
期
適
量
施
肥
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。
中
晩
柑
類
と
い
し
じ
は
、
１
回
の
施
肥
で

２
回
分
の
効
果
が
期
待
で
き
る
Ｂ
Ｂ
元
気

２
０
０
が
お
勧
め
で
す
。
中
晩
柑
一
発
肥
料
を

使
用
し
た
園
地
で
も
葉
色
が
悪
い
場
合
は
追
肥

し
ま
し
ょ
う
。

【
苦
土
資
材
の
施
用
】

　
苦
土
欠
症
状
が
み
ら
れ
る
園
地
で
は
、
６
月

中
旬
頃
に
ス
ー
パ
ー
マ
グ
を
10
ａ
当
た
り
60
㎏

施
用
し
ま
し
ょ
う
。

【
葉
面
散
布
】

　
マ
ン
ガ
ン
過
剰
症
な
ど
で
落
葉
が
多
か
っ
た

園
地
で
は
、
新
芽
の
充
実
を
図
る
た
め
元
気
一

番
を
防
除
に
混
用
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

【
高
接
ぎ
樹
・
苗
木
の
管
理
】

　
枝
数
が
多
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
、
芽
か

き
を
行
い
ま
す
。
高
接
ぎ
樹
で
は
、
葉
８
〜
12

枚
で
摘
心
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
支
柱
を
使
っ
て

誘
引
を
行
い
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
や
ミ
カ
ン
ハ
モ
グ

リ
ガ
の
発
生
に
注
意
を
払
い
ま
す
。
１
年
生
苗

木
に
は
、
ア
ク
タ
ラ
粒
剤
を
使
用
す
る
と
防
除

の
省
力
化
が
図
れ
ま
す
。
ま
た
、
10
日
お
き
に

元
気
一
番
と
ケ
ル
パ
ッ
ク
を
混
用
散
布
す
る
と

早
く
大
き
く
な
り
ま
す
。

【
灌
水
】

　
開
花
後
の
乾
燥
は
生
理
落
果
を
助
長
し
ま
す
。

特
に
い
し
じ
は
生
理
落
果
し
や
す
い
の
で
、
雨

が
降
ら
な
い
場
合
は
灌
水
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

【
摘
果
剤
の
散
布
】

　
摘
果
の
省
力
化
目
的
で
落
と
し
た
い
部
分
に

タ
ー
ム
水
溶
剤
１
，
０
０
０
倍
と
マ
シ
ン
油

１
５
０
倍
を
混
用
し
散
布
し
ま
す
。
気
温
が

25
℃
以
上
の
日
が
数
日
続
く
時
を
狙
っ
て
散
布

し
ま
し
ょ
う
。

▲アザミウマ被害

▲遅れ花にアザミウ
マが寄生する
このような状態にな
ると果実被害に注意

▲ドーダから上へあ
がれないウスカワマ
イマイ

▲ウスカワマイマイ
被害

▲苦土欠乏
緑色の部分がくさび形に
見えるのが特徴

高接ぎの管理

40～50cmで
摘芯し、２～
３本残す

40～50cmで摘芯
し、２本程度残す

８～10枚で摘芯する
（20～30cm）

１穂より春芽を１～２本使用する

摘芯による短梢方式の１年目の新梢管理

秋
芽

夏
芽

春
芽

苗木の管理

①
②

芽かきする

・主枝候補の①～⑤の腋芽は１本にする
・接ぎ木部より10～15cmの腋芽を全部かぐ

１年生苗木の処理方法

芽かきする

芽かきする

10～15cm

30～35cm

③

④

⑤

▲アザミウマ被害果
（開花期はヘタ周り
にリング状の傷が出
来る）▲灰色カビ病

▲かいよう病

【
花
母
枝
の
剪
定
】

　
直
花
し
か
つ
い
て

い
な
い
枝
を
花
母
枝

と
い
い
ま
す
。
ハ
ッ

サ
ク
の
花
母
枝
は
、

開
花
後
枯
れ
枝
に
な

る
こ
と
が
多
い
の
で

除
去
し
ま
し
ょ
う
。

【
温
州
ミ
カ
ン
の
着
果
対
策
】

◆
芽
か
き

　
花
周
辺
の
新
梢
を
取
り
除
く
こ
と
に
よ
り
、

着
果
を
促
進
し
ま
す
。

◆
尿
素
と
マ
グ
ミ
ー
Ｆ
ｅ
の
散
布

　
落
弁
期
防
除
に
混
用
散
布
す
る
こ
と
で
緑
化

が
促
進
さ
れ
、
着
果
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

◆
か
ぶ
さ
り
枝
の
除
去

　
果
実
に
か
ぶ
さ
っ
て
い
る
新
梢
を
間
引
く
こ

と
に
よ
り
着
果
が
促
進
さ
れ
ま
す
。

　
本
年
度
は
春
先
か
ら
気
温
が
高
く
、
今
後
に

つ
い
て
も
高
め
に
推
移
す
る
見
通
し
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
生
育
が
前
進
化
し
て
い

ま
す
の
で
管
理
作
業
が
遅
れ
な
い
よ
う
に
注
意

を
し
ま
し
ょ
う
。

ぶ
ど
う

【
露
地
栽
培
（
新
梢
伸
長
期
〜
ジ
ベ
処
理

期
〜
開
花
期
）】

◆
新
梢
管
理

　
新
梢
と
花
穂
と
の
養
分
競
合
を
避
け
、
実
止

ま
り
を
良
好
に
す
る
た
め
に
開
花
前
に
摘
心
を

行
い
ま
す
。ま
た
、新
梢
を
誘
引
す
る
こ
と
で
、

新
梢
の
先
端
を
下
げ
、
果
房
に
流
れ
る
養
分
の

量
を
増
や
し
果
粒
肥
大
を
促
進
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

◆
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理

　
１
回
目
の
種
な
し
処
理
は
、
展
葉
始
め
か
ら

の
日
数
・
展
葉
枚
数
等
を
参
考
に
、
花
穂
の
進

み
具
合
を
み
な
が
ら
処
理
を
し
て
い
き
ま
す
。

特
に
、
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
前
後
１
週
間
の
気
象

条
件（
温
度
・
日
照
）が
、
花
穂
の
進
み
や
実
止

ま
り
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
の
で
注
意
し
て
観

察
し
て
く
だ
さ
い
。
２
回
目
は
玉
肥
大
の
た
め

に
行
い
ま
す
。
さ
び
果
と
な
ら
な
い
様
、
天
気

の
安
定
し
た
日
を
狙
っ
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
摘
粒

　
果
実
肥
大
促
進
や
房
型
を
つ
く
る
た
め
に

も
、
実
止
ま
り
が
確
認
で
き
次
第
で
き
る
だ
け

早
く
取
り
か
か
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
小
粒
果
や
奇
形
果
、
病
害
虫
被
害
果
な
ど
を

優
先
的
に
摘
粒
し
、
１
房
当
た
り
の
適
正
着
粒

数
に
な
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
開
花
や
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
、
袋
掛
け

の
前
後
で
は
、
防
除
の
徹
底
を
心
掛
け
て
く
だ

さ
い
。

も
も

【
新
梢
管
理
】

　
日
当
た
り
が
悪
く
な
る
と
、
果
実
品
質
が
低

下
す
る
原
因
と
な
る
の
で
ね
ん
枝
や
摘
心
を
行

い
ま
す
。

　
主
枝
の
日
焼
け
防
止
や
側
枝
更
新
予
定
の
枝

は
、
ね
ん
枝
で
伸
長
を
抑
え
ま
す
。
５
月
下
旬

〜
６
月
上
旬
が
適
期
で
す
。

　
伸
長
が
旺
盛
な
枝
は
、
３
〜
５
葉
残
し
て
摘

心
し
ま
す
。
新
梢
伸
長
の
旺
盛
な
６
〜
７
月
に

行
い
ま
す
が
、
６
月
中
旬
頃
ま
で
に
行
う
と
、

花
芽
が
着
生
し
た
副
梢
が
発
生
し
て
、
翌
年
の

結
果
枝
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
袋
掛
け
】

　
袋
掛
け
に
は
、
病
害
虫
の
被
害
を
防
ぐ
、
着

色
を
良
く
す
る
、
裂
果
が
軽
減
さ
れ
る
な
ど
の

効
果
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
袋
掛
け
前
に
は
、
必
ず
防
除
を
し
、
見
直
し

摘
果
を
行
い
、
適
正
着
果
量
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
摘
果
し
た
果
実
は
病
害
の
発
生
に
つ
な

が
る
の
で
、必
ず
園
外
へ
持
ち
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
注
意
す
る
病
害
虫

　
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
、
シ
ン
ク
イ
ム
シ
類
、
モ
モ

ハ
モ
グ
リ
ガ
、
灰
星
病
、
黒
星
病
、
桃
果
実
赤

点
病い

ち
じ
く

【
摘
心
】

　
葉
や
枝
の
伸
長
等
の
栄
養
生
長
か
ら
、
果
実

肥
大
・
成
熟
等
の
生
殖
生
長
に
促
す
た
め
に
摘

心
を
行
い
ま
す
。
展
葉
10
〜
12
枚
の
時
点
で
先

端
を
摘
み
取
り
ま
す
。
そ
の
後
、
発
生
す
る
副

梢
は
随
時
か
ぎ
取
り
ま
し
ょ
う
。

【
ね
ん
枝
・
誘
引
】

　
樹
冠
内
部
が
混
む
と
、葉
ズ
レ
に
よ
る
傷
果
、

着
色
不
良
果
が
多
く
な
る
の
で
ね
ん
枝
や
誘
引

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
樹
冠
内
部
が
混
み
す
ぎ
て
い
る
場
合
は
、
枝

を
間
引
い
て
日
当
た
り
を
よ
く
し
ま
し
ょ
う
。

◆
注
意
す
る
病
害
虫

　
イ
チ
ジ
ク
モ
ン
サ
ビ
ダ

ニ
、
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
、
カ

ミ
キ
リ
ム
シ
類
、
イ
チ
ジ

ク
ヒ
ト
リ
モ
ド
キ
、
そ
う

か
病

　
５
月
に
入
り
気
温
も
高
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
長
期
予
報
に
よ
る
と
気
温
は
平
年
よ
り
高

く
推
移
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
水
分
補
給
な
ど
、
暑
さ
対
策
を
十
分
行
っ
て

落
葉
果
樹

家
庭
菜
園

▲アブラムシ

▲シンクイムシ被害

▲キボシカミキリ

▲花母枝（直花が団
子状についた枝）は
もとから除去する

ローンセンター 住宅ローンをはじめマイカーローンなど、各種ローンについてお気軽にご相談ください。住宅ローンをはじめマイカーローンなど、各種ローンについてお気軽にご相談ください。
☎0848-36-5444　（月曜日から金曜日（祝祭日・年末年始は休み）の9：00〜17：00）☎0848-36-5444　（月曜日から金曜日（祝祭日・年末年始は休み）の9：00〜17：00）
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園
地
は
、
６
月
10

日
頃
に
ス
ピ
ノ

エ
ー
ス
フ
ロ
ア
ブ

ル
を
追
加
散
布
し

ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
レ
モ
ン
の
ア
ザ
ミ
ウ
マ
被
害
は
６
月

中
旬
と
７
月
上
旬
に
防
除
が
必
要
で
す
。

◆
灰
色
カ
ビ
病

　
温
州
ミ
カ
ン
、
安
政
柑
、
清
見
で
被
害
が
多

い
病
気
で
す
。
安
政
柑
の

外
観
が
悪
い
園
地
は
、
果

実
上
の
花
び
ら
を
落
と
し

て
や
る
と
綺
麗
な
果
実
を

作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
黒
点
病

　
黒
点
病
防
除
薬
剤
の
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン
は
、

散
布
後
１
カ
月
ま
た
は
降
雨
２
５
０
㎜
を
超
え

る
前
に
次
の
防
除
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。ア

ビ
オ
ン
Ｅ
の
混
用
や
霧
な
し
ノ
ズ
ル
な
ど
を
使

用
す
る
と
薬
剤
の
残
効
期
間
が
長
く
な
り
ま
す
。

　
枯
れ
枝
が
発
生
源
と
な
る
の
で
、
梅
雨
入
り

前
に
枯
れ
枝
除
去
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

◆
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

　
秋
の
高
温
の
影
響
で
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
発
生

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
ム

フ
ロ
ア
ブ
ル
ま
た
は
エ
ル
サ
ン
乳
剤
で
防
除
し

ま
し
ょ
う
。

◆
か
い
よ
う
病

　
か
い
よ
う
病
が
多
発
し
て
い
る
レ
モ
ン
、

ネ
ー
ブ
ル
等
の
園
地
で
は
、
５
月
下
旬
に
も
防

除
が
必
要
で
す
。
健
全
部
位
へ
の
感
染
防
止
目

的
で
薬
剤
散
布
し
ま

す
。
殺
菌
効
果
は
あ
ま

り
期
待
で
き
な
い
の
で
、

罹
病
し
て
い
る
葉
や
枝

は
徹
底
的
に
除
去
し
ま

し
ょ
う
。

◆
カ
ミ
キ
リ
虫
対
策

　
昨
年
度
は
、
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
被
害
に
よ
り
枯

死
し
た
樹
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。多
発
園
で
は
、

モ
ス
ピ
ラ
ン
顆
粒
水
溶
剤
４
０
０
倍
を
主
幹
か

ら
株
元
へ
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

◆
ナ
メ
ク
ジ
・
ウ
ス
カ
ワ
マ
イ
マ
イ

　
株
元
に
ド
ー
ダ
を
巻
き
付
け
る
こ
と
に
よ

り
、
被
害
を
防
止
で
き
ま
す
。

【
夏
肥
の
施
用
】

　
中
晩
柑
の
大
玉
生
産
に
は
、
夏
肥
の
施
用
が

重
要
で
す
。
適
期
適
量
施
肥
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。
中
晩
柑
類
と
い
し
じ
は
、
１
回
の
施
肥
で

２
回
分
の
効
果
が
期
待
で
き
る
Ｂ
Ｂ
元
気

２
０
０
が
お
勧
め
で
す
。
中
晩
柑
一
発
肥
料
を

使
用
し
た
園
地
で
も
葉
色
が
悪
い
場
合
は
追
肥

し
ま
し
ょ
う
。

【
苦
土
資
材
の
施
用
】

　
苦
土
欠
症
状
が
み
ら
れ
る
園
地
で
は
、
６
月

中
旬
頃
に
ス
ー
パ
ー
マ
グ
を
10
ａ
当
た
り
60
㎏

施
用
し
ま
し
ょ
う
。

【
葉
面
散
布
】

　
マ
ン
ガ
ン
過
剰
症
な
ど
で
落
葉
が
多
か
っ
た

園
地
で
は
、
新
芽
の
充
実
を
図
る
た
め
元
気
一

番
を
防
除
に
混
用
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

【
高
接
ぎ
樹
・
苗
木
の
管
理
】

　
枝
数
が
多
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
、
芽
か

き
を
行
い
ま
す
。
高
接
ぎ
樹
で
は
、
葉
８
〜
12

枚
で
摘
心
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
支
柱
を
使
っ
て

誘
引
を
行
い
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
や
ミ
カ
ン
ハ
モ
グ

リ
ガ
の
発
生
に
注
意
を
払
い
ま
す
。
１
年
生
苗

木
に
は
、
ア
ク
タ
ラ
粒
剤
を
使
用
す
る
と
防
除

の
省
力
化
が
図
れ
ま
す
。
ま
た
、
10
日
お
き
に

元
気
一
番
と
ケ
ル
パ
ッ
ク
を
混
用
散
布
す
る
と

早
く
大
き
く
な
り
ま
す
。

【
灌
水
】

　
開
花
後
の
乾
燥
は
生
理
落
果
を
助
長
し
ま
す
。

特
に
い
し
じ
は
生
理
落
果
し
や
す
い
の
で
、
雨

が
降
ら
な
い
場
合
は
灌
水
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

【
摘
果
剤
の
散
布
】

　
摘
果
の
省
力
化
目
的
で
落
と
し
た
い
部
分
に

タ
ー
ム
水
溶
剤
１
，
０
０
０
倍
と
マ
シ
ン
油

１
５
０
倍
を
混
用
し
散
布
し
ま
す
。
気
温
が

25
℃
以
上
の
日
が
数
日
続
く
時
を
狙
っ
て
散
布

し
ま
し
ょ
う
。

▲アザミウマ被害

▲遅れ花にアザミウ
マが寄生する
このような状態にな
ると果実被害に注意

▲ドーダから上へあ
がれないウスカワマ
イマイ

▲ウスカワマイマイ
被害

▲苦土欠乏
緑色の部分がくさび形に
見えるのが特徴

高接ぎの管理

40～50cmで
摘芯し、２～
３本残す

40～50cmで摘芯
し、２本程度残す

８～10枚で摘芯する
（20～30cm）

１穂より春芽を１～２本使用する

摘芯による短梢方式の１年目の新梢管理

秋
芽

夏
芽

春
芽

苗木の管理

①
②

芽かきする

・主枝候補の①～⑤の腋芽は１本にする
・接ぎ木部より10～15cmの腋芽を全部かぐ

１年生苗木の処理方法

芽かきする

芽かきする

10～15cm

30～35cm

③

④

⑤

▲アザミウマ被害果
（開花期はヘタ周り
にリング状の傷が出
来る）▲灰色カビ病

▲かいよう病

【
花
母
枝
の
剪
定
】

　
直
花
し
か
つ
い
て

い
な
い
枝
を
花
母
枝

と
い
い
ま
す
。
ハ
ッ

サ
ク
の
花
母
枝
は
、

開
花
後
枯
れ
枝
に
な

る
こ
と
が
多
い
の
で

除
去
し
ま
し
ょ
う
。

【
温
州
ミ
カ
ン
の
着
果
対
策
】

◆
芽
か
き

　
花
周
辺
の
新
梢
を
取
り
除
く
こ
と
に
よ
り
、

着
果
を
促
進
し
ま
す
。

◆
尿
素
と
マ
グ
ミ
ー
Ｆ
ｅ
の
散
布

　
落
弁
期
防
除
に
混
用
散
布
す
る
こ
と
で
緑
化

が
促
進
さ
れ
、
着
果
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

◆
か
ぶ
さ
り
枝
の
除
去

　
果
実
に
か
ぶ
さ
っ
て
い
る
新
梢
を
間
引
く
こ

と
に
よ
り
着
果
が
促
進
さ
れ
ま
す
。

　
本
年
度
は
春
先
か
ら
気
温
が
高
く
、
今
後
に

つ
い
て
も
高
め
に
推
移
す
る
見
通
し
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
生
育
が
前
進
化
し
て
い

ま
す
の
で
管
理
作
業
が
遅
れ
な
い
よ
う
に
注
意

を
し
ま
し
ょ
う
。

ぶ
ど
う

【
露
地
栽
培
（
新
梢
伸
長
期
〜
ジ
ベ
処
理

期
〜
開
花
期
）】

◆
新
梢
管
理

　
新
梢
と
花
穂
と
の
養
分
競
合
を
避
け
、
実
止

ま
り
を
良
好
に
す
る
た
め
に
開
花
前
に
摘
心
を

行
い
ま
す
。ま
た
、新
梢
を
誘
引
す
る
こ
と
で
、

新
梢
の
先
端
を
下
げ
、
果
房
に
流
れ
る
養
分
の

量
を
増
や
し
果
粒
肥
大
を
促
進
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

◆
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理

　
１
回
目
の
種
な
し
処
理
は
、
展
葉
始
め
か
ら

の
日
数
・
展
葉
枚
数
等
を
参
考
に
、
花
穂
の
進

み
具
合
を
み
な
が
ら
処
理
を
し
て
い
き
ま
す
。

特
に
、
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
前
後
１
週
間
の
気
象

条
件（
温
度
・
日
照
）が
、
花
穂
の
進
み
や
実
止

ま
り
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
の
で
注
意
し
て
観

察
し
て
く
だ
さ
い
。
２
回
目
は
玉
肥
大
の
た
め

に
行
い
ま
す
。
さ
び
果
と
な
ら
な
い
様
、
天
気

の
安
定
し
た
日
を
狙
っ
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
摘
粒

　
果
実
肥
大
促
進
や
房
型
を
つ
く
る
た
め
に

も
、
実
止
ま
り
が
確
認
で
き
次
第
で
き
る
だ
け

早
く
取
り
か
か
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
小
粒
果
や
奇
形
果
、
病
害
虫
被
害
果
な
ど
を

優
先
的
に
摘
粒
し
、
１
房
当
た
り
の
適
正
着
粒

数
に
な
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
開
花
や
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
、
袋
掛
け

の
前
後
で
は
、
防
除
の
徹
底
を
心
掛
け
て
く
だ

さ
い
。

も
も

【
新
梢
管
理
】

　
日
当
た
り
が
悪
く
な
る
と
、
果
実
品
質
が
低

下
す
る
原
因
と
な
る
の
で
ね
ん
枝
や
摘
心
を
行

い
ま
す
。

　
主
枝
の
日
焼
け
防
止
や
側
枝
更
新
予
定
の
枝

は
、
ね
ん
枝
で
伸
長
を
抑
え
ま
す
。
５
月
下
旬

〜
６
月
上
旬
が
適
期
で
す
。

　
伸
長
が
旺
盛
な
枝
は
、
３
〜
５
葉
残
し
て
摘

心
し
ま
す
。
新
梢
伸
長
の
旺
盛
な
６
〜
７
月
に

行
い
ま
す
が
、
６
月
中
旬
頃
ま
で
に
行
う
と
、

花
芽
が
着
生
し
た
副
梢
が
発
生
し
て
、
翌
年
の

結
果
枝
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
袋
掛
け
】

　
袋
掛
け
に
は
、
病
害
虫
の
被
害
を
防
ぐ
、
着

色
を
良
く
す
る
、
裂
果
が
軽
減
さ
れ
る
な
ど
の

効
果
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
袋
掛
け
前
に
は
、
必
ず
防
除
を
し
、
見
直
し

摘
果
を
行
い
、
適
正
着
果
量
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
摘
果
し
た
果
実
は
病
害
の
発
生
に
つ
な

が
る
の
で
、必
ず
園
外
へ
持
ち
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
注
意
す
る
病
害
虫

　
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
、
シ
ン
ク
イ
ム
シ
類
、
モ
モ

ハ
モ
グ
リ
ガ
、
灰
星
病
、
黒
星
病
、
桃
果
実
赤

点
病い

ち
じ
く

【
摘
心
】

　
葉
や
枝
の
伸
長
等
の
栄
養
生
長
か
ら
、
果
実

肥
大
・
成
熟
等
の
生
殖
生
長
に
促
す
た
め
に
摘

心
を
行
い
ま
す
。
展
葉
10
〜
12
枚
の
時
点
で
先

端
を
摘
み
取
り
ま
す
。
そ
の
後
、
発
生
す
る
副

梢
は
随
時
か
ぎ
取
り
ま
し
ょ
う
。

【
ね
ん
枝
・
誘
引
】

　
樹
冠
内
部
が
混
む
と
、葉
ズ
レ
に
よ
る
傷
果
、

着
色
不
良
果
が
多
く
な
る
の
で
ね
ん
枝
や
誘
引

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
樹
冠
内
部
が
混
み
す
ぎ
て
い
る
場
合
は
、
枝

を
間
引
い
て
日
当
た
り
を
よ
く
し
ま
し
ょ
う
。

◆
注
意
す
る
病
害
虫

　
イ
チ
ジ
ク
モ
ン
サ
ビ
ダ

ニ
、
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
、
カ

ミ
キ
リ
ム
シ
類
、
イ
チ
ジ

ク
ヒ
ト
リ
モ
ド
キ
、
そ
う

か
病

　
５
月
に
入
り
気
温
も
高
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
長
期
予
報
に
よ
る
と
気
温
は
平
年
よ
り
高

く
推
移
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
水
分
補
給
な
ど
、
暑
さ
対
策
を
十
分
行
っ
て

落
葉
果
樹

家
庭
菜
園

▲アブラムシ

▲シンクイムシ被害

▲キボシカミキリ

▲花母枝（直花が団
子状についた枝）は
もとから除去する

JAカードを紛失されたら 直ちにご連絡ください。盗難、紛失専用ダイヤル直ちにご連絡ください。盗難、紛失専用ダイヤル　 0120-159674（24時間受付、年中無休）　 0120-159674（24時間受付、年中無休）5
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菜
園
作
業
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
は
、
定
植
後
の
管
理
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

【
灌
水
】

　
定
植
直
後
は
、
極
端
に
乾
か
な
い
よ
う
に
注

意
し
、
少
し
ず
つ
灌
水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
活
着
後
は
、
根
が
下
方
へ
深
く
張
る
よ
う
に

灌
水
を
控
え
ま
す
。

　
気
温
が
上
昇
し
、
収
穫
期
に
入
る
と
再
び
こ

ま
め
な
灌
水
を
開
始
し
ま
す
。

　
気
温
が
高
い
時
期
は
、
早
朝
に
灌
水
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

【
整
枝
作
業
】

◆
ト
マ
ト

　
わ
き
芽
は
す
ば
や
く（
５
ｃ
ｍ
ぐ
ら
い
の
大

き
さ
ま
で
に
）手
で
取
り
除
い
て
、
主
枝
一
本

と
し
ま
す
。
作
業
は
な
る
べ
く
晴
天
時
に
行
い

ま
し
ょ
う
。

　
但
し
、
草
勢
が
強
す
ぎ
る
場
合
は
、
わ
き
芽

を
あ
る
程
度
大
き
く
し
て
か
ら
取
り
除
き
ま
す
。

　
収
穫
の
目
標
段
数
ま
で
達
し
た
ら
、日
よ
け
の

葉
を
２
〜
３
枚
残
し
て
主
枝
の
芯
を
止
め
ま
す
。

◆
ナ
ス

　
一
番
花
の
直
下
と
そ
の
下
の
わ
き
芽
、
も
し

く
は
一
番
花
の
上
下
の
わ
き
芽
を
伸
ば
し
て
３

本
仕
立
て
と
し
ま
す
。
こ
れ
よ
り
下
の
わ
き
芽

は
す
べ
て
取
り
除
き
ま
す
。

◆
ピ
ー
マ
ン

　
一
番
花
よ
り
下
の
わ
き
芽
は
す
べ
て
取
り
除

き
ま
す
。

　
そ
の
後
は
放
任
と
し
、
内
向
き
の
細
い
枝
を

適
度
に
間
引
き
ま
す
。

◆
キ
ュ
ウ
リ

　
株
元
４
〜
５
節
ま
で
の
子
づ
る
と
雌
花
は
取

り
除
き
、
６
節
以
上
か
ら
着
果
さ
せ
ま
す
。
子

づ
る
と
孫
づ
る
は
葉
を
２
枚
残
し
て
芯
を
止
め

ま
す
。
親
づ
る
は
支
柱
の
て
っ
ぺ
ん
ま
で
伸
び

た
ら
摘
芯
し
ま
す
。

【
摘
果
・
摘
葉
】

　
生
育
が
よ
く
な
い
の
に
早
く
か
ら
実
が
つ
く

と
、
ま
す
ま
す
株
が
弱
り
ま
す
。
樹
勢
が
弱
い

場
合
は
、
実
を
早
め
に
摘
み
と
り
ま
す
。

　
枯
れ
た
葉
、
病
害
虫
に
侵
さ
れ
た
葉
は
早
め

に
摘
み
取
り
ま
し
ょ
う
。

【
追
肥
】

　
表
１
の
追
肥
の
時
期
や
施
用
量
は
あ
く
ま
で

目
安
で
す
。
生
育
状
態
を
よ
く
観
察
し
て
、
追

肥
の
有
無
や
施
用
量
を
決
定
し
ま
し
ょ
う
。

①主枝を
伸ばす

１番花

②
側
枝
を
伸
ば
す

取
り
除
く

取
り
除
く

③
側
枝
を

伸
ば
す
。

一番花のすぐ下と、
その下にある勢い
のよい側枝を伸ばす

支柱を交差させて
立てる。

交差点をしっかり
くくっておく。

支柱は土中へ十分に
挿しておく。

支柱に主枝を
誘引。

１番果

２番花の
着花節で
２又に分枝する
（第２次分枝）

１番花の
着花節で
２又に分枝する
（第１次分枝）

２番花

２番花

１番花

この間の
わき芽は
早めに
取り除く。

フラワーネット

支柱
誘引の手間を省くた
め、フラワーネットな
どを２段に張り、枝が
垂れないようにする方
法もあります。

〈表１〉 追肥の時期と１株当たりの施用量の目安

トマト １回目は、第１果がピンポン玉くらい
の時、２回目はその20日後（10g）

ピーマン １番果収穫より始めて15〜20日おき
（10g）

ナス １番果収穫より始めて15〜20日おき
（15g）

キュウリ １番果収穫より始めて10日おき
（10g）

わき芽
は

かきと
るわき芽
は

かきと
る

ゆとりをもたせて
８の字に縛る
ゆとりをもたせて
８の字に縛る

テープは長く連結
しっかり縛る

斜めに
筋交いを
入れる

花が外側をむくように
植付け・誘引をします。

親づるは支柱の高さ
（160cm）程度で摘芯。
中段以上の孫づるは放
任し、隣の株の枝とぶつ
かるようなら適宜摘芯。
力強い生長点のある枝
を必ず３～４本残す。

下段から発生する孫づ
るは地面につかないよ
うに葉を１～２枚残し
て摘芯。

子づるは葉を２枚残し
て摘芯を基本とする。➡

下から５～６節までの側
枝と雌花は早めに除去。
この時、キュウリや台木の
子葉があれば除去する。
いつまでも残すと病害虫
の発生源となりやすい。
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　４月１日（水）、令和８年度入組式を開催
しました。新たに５名の職員を迎え、一人
ひとりに辞令を交付しました。
　決意表明では、因島南支店へ配属された
田口職員が「組合員の皆さまに信頼され、
地域に必要とされる職員へと成長していく
所存です」と述べました。
　式終了後、新入職員は各配属先へ移動し、
職員としての業務をスタートさせました。

令和８年度入組式開催
５名の職員が入組

決意表明を述べる田口職員

ＪＡ

　４月２日（木）から８日（水）にかけて新採
用職員研修を実施しました。
　初日はコンプライアンスや各部署から
JAの事業について学び、２・３日目は各
事業所を訪問しました。４・５日目は外部
講師による研修で社会人としての基本やコ
ミュニケーション力を養い、今後の業務に
向けた意識向上を図りました。

新採用職員研修を開催
JA事業への理解を深める

JAの事業を学ぶ新入職員

ＪＡ

　トマト部会（向島）は３月18日（水）、19
日（木）に向島支店で向島トマト産地講座を
開催しました。
　向島トマトの単価と認知向上を目的に市
場やスーパーの担当者を招き、販売の現状
や他産地の事例を共有しながら意見交換し
ました。また、部会での取り組みの説明や
圃場の見学も行い、今後の販売戦略につい
て協議しました。

トマト産地認知向上へ
向島トマト産地講座を開催

圃場を見学する参加者

部会

地
域
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
や

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

が
ん
こ
ち
ゃ
ん
の

（向島営農センター）☎0848-44-2106　（因島営農センター）☎0845-25-6161　（世羅営農センター）☎0847-22-1173（向島営農センター）☎0848-44-2106　（因島営農センター）☎0845-25-6161　（世羅営農センター）☎0847-22-1173 6
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菜
園
作
業
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
は
、
定
植
後
の
管
理
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

【
灌
水
】

　
定
植
直
後
は
、
極
端
に
乾
か
な
い
よ
う
に
注

意
し
、
少
し
ず
つ
灌
水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
活
着
後
は
、
根
が
下
方
へ
深
く
張
る
よ
う
に

灌
水
を
控
え
ま
す
。

　
気
温
が
上
昇
し
、
収
穫
期
に
入
る
と
再
び
こ

ま
め
な
灌
水
を
開
始
し
ま
す
。

　
気
温
が
高
い
時
期
は
、
早
朝
に
灌
水
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

【
整
枝
作
業
】

◆
ト
マ
ト

　
わ
き
芽
は
す
ば
や
く（
５
ｃ
ｍ
ぐ
ら
い
の
大

き
さ
ま
で
に
）手
で
取
り
除
い
て
、
主
枝
一
本

と
し
ま
す
。
作
業
は
な
る
べ
く
晴
天
時
に
行
い

ま
し
ょ
う
。

　
但
し
、
草
勢
が
強
す
ぎ
る
場
合
は
、
わ
き
芽

を
あ
る
程
度
大
き
く
し
て
か
ら
取
り
除
き
ま
す
。

　
収
穫
の
目
標
段
数
ま
で
達
し
た
ら
、日
よ
け
の

葉
を
２
〜
３
枚
残
し
て
主
枝
の
芯
を
止
め
ま
す
。

◆
ナ
ス

　
一
番
花
の
直
下
と
そ
の
下
の
わ
き
芽
、
も
し

く
は
一
番
花
の
上
下
の
わ
き
芽
を
伸
ば
し
て
３

本
仕
立
て
と
し
ま
す
。
こ
れ
よ
り
下
の
わ
き
芽

は
す
べ
て
取
り
除
き
ま
す
。

◆
ピ
ー
マ
ン

　
一
番
花
よ
り
下
の
わ
き
芽
は
す
べ
て
取
り
除

き
ま
す
。

　
そ
の
後
は
放
任
と
し
、
内
向
き
の
細
い
枝
を

適
度
に
間
引
き
ま
す
。

◆
キ
ュ
ウ
リ

　
株
元
４
〜
５
節
ま
で
の
子
づ
る
と
雌
花
は
取

り
除
き
、
６
節
以
上
か
ら
着
果
さ
せ
ま
す
。
子

づ
る
と
孫
づ
る
は
葉
を
２
枚
残
し
て
芯
を
止
め

ま
す
。
親
づ
る
は
支
柱
の
て
っ
ぺ
ん
ま
で
伸
び

た
ら
摘
芯
し
ま
す
。

【
摘
果
・
摘
葉
】

　
生
育
が
よ
く
な
い
の
に
早
く
か
ら
実
が
つ
く

と
、
ま
す
ま
す
株
が
弱
り
ま
す
。
樹
勢
が
弱
い

場
合
は
、
実
を
早
め
に
摘
み
と
り
ま
す
。

　
枯
れ
た
葉
、
病
害
虫
に
侵
さ
れ
た
葉
は
早
め

に
摘
み
取
り
ま
し
ょ
う
。

【
追
肥
】

　
表
１
の
追
肥
の
時
期
や
施
用
量
は
あ
く
ま
で

目
安
で
す
。
生
育
状
態
を
よ
く
観
察
し
て
、
追

肥
の
有
無
や
施
用
量
を
決
定
し
ま
し
ょ
う
。

①主枝を
伸ばす

１番花

②
側
枝
を
伸
ば
す

取
り
除
く

取
り
除
く

③
側
枝
を

伸
ば
す
。

一番花のすぐ下と、
その下にある勢い
のよい側枝を伸ばす

支柱を交差させて
立てる。

交差点をしっかり
くくっておく。

支柱は土中へ十分に
挿しておく。

支柱に主枝を
誘引。

１番果

２番花の
着花節で
２又に分枝する
（第２次分枝）

１番花の
着花節で
２又に分枝する
（第１次分枝）

２番花

２番花

１番花

この間の
わき芽は
早めに
取り除く。

フラワーネット

支柱
誘引の手間を省くた
め、フラワーネットな
どを２段に張り、枝が
垂れないようにする方
法もあります。

〈表１〉 追肥の時期と１株当たりの施用量の目安

トマト １回目は、第１果がピンポン玉くらい
の時、２回目はその20日後（10g）

ピーマン １番果収穫より始めて15〜20日おき
（10g）

ナス １番果収穫より始めて15〜20日おき
（15g）

キュウリ １番果収穫より始めて10日おき
（10g）

わき芽
は

かきと
るわき芽
は

かきと
る

ゆとりをもたせて
８の字に縛る

ゆとりをもたせて
８の字に縛る

テープは長く連結
しっかり縛る

斜めに
筋交いを
入れる

花が外側をむくように
植付け・誘引をします。

親づるは支柱の高さ
（160cm）程度で摘芯。
中段以上の孫づるは放
任し、隣の株の枝とぶつ
かるようなら適宜摘芯。
力強い生長点のある枝
を必ず３～４本残す。

下段から発生する孫づ
るは地面につかないよ
うに葉を１～２枚残し
て摘芯。

子づるは葉を２枚残し
て摘芯を基本とする。➡

下から５～６節までの側
枝と雌花は早めに除去。
この時、キュウリや台木の
子葉があれば除去する。
いつまでも残すと病害虫
の発生源となりやすい。
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　４月１日（水）、令和８年度入組式を開催
しました。新たに５名の職員を迎え、一人
ひとりに辞令を交付しました。
　決意表明では、因島南支店へ配属された
田口職員が「組合員の皆さまに信頼され、
地域に必要とされる職員へと成長していく
所存です」と述べました。
　式終了後、新入職員は各配属先へ移動し、
職員としての業務をスタートさせました。

令和８年度入組式開催
５名の職員が入組

決意表明を述べる田口職員

ＪＡ

　４月２日（木）から８日（水）にかけて新採
用職員研修を実施しました。
　初日はコンプライアンスや各部署から
JAの事業について学び、２・３日目は各
事業所を訪問しました。４・５日目は外部
講師による研修で社会人としての基本やコ
ミュニケーション力を養い、今後の業務に
向けた意識向上を図りました。

新採用職員研修を開催
JA事業への理解を深める

JAの事業を学ぶ新入職員

ＪＡ

　トマト部会（向島）は３月18日（水）、19
日（木）に向島支店で向島トマト産地講座を
開催しました。
　向島トマトの単価と認知向上を目的に市
場やスーパーの担当者を招き、販売の現状
や他産地の事例を共有しながら意見交換し
ました。また、部会での取り組みの説明や
圃場の見学も行い、今後の販売戦略につい
て協議しました。

トマト産地認知向上へ
向島トマト産地講座を開催

圃場を見学する参加者

部会

地
域
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
や

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

が
ん
こ
ち
ゃ
ん
の

営農相談 農業に関することなら専門的なことから家庭菜園まで、お気軽にご相談ください。JAは、新たに農業を始められる方も支援しています。農業に関することなら専門的なことから家庭菜園まで、お気軽にご相談ください。JAは、新たに農業を始められる方も支援しています。
（東尾道営農センター）☎0848-56-1231　（尾道北営農センター）☎0848-29-9611　（東尾道営農センター）☎0848-56-1231　（尾道北営農センター）☎0848-29-9611　
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　JA全農ひろしまは４月11日（土）、世羅西地区のお
ぐにフィールドの田んぼで耕畜連携・資源循環ブラン
ド「3-R」の理解醸成を目的に体験会を開催しました。
　参加した家族５組は、3-Rの取り組みについて説明
を受けた後、美味しいご飯の炊き方を学びながら実際
にお米研ぎをしました。その後、田んぼ
で鶏ふん堆肥の散布も体験しました。

耕畜連携・資源循環を学ぶ　「3-R体験会」を開催

鶏ふん堆肥の散布を体験する参加者のみなさん

ＪＡ

水稲講習会 スケジュール
講習会内容 日　　付 場　　所

水 稲 中 後 期
管 理 講 習 会

７月１日（水）
午前 甲 山 支 店　　会 議 室

午後 世 羅 西 支 店　　２階会議室

７月２日（木）
午前 御 調 支 店　　２階会議室

午後 世 羅 支 店　　２階会議室

７月６日（月）
午前 経 済 事 業 本 部　　会 議 室

午後 旧 原 田 出 張 所　　会 議 室

７月７日（火）
午前 農村環境改善センター　　研 修 室

午後 尾 道 北 支 店　　２階会議室
※講習会の詳細時間につきましては、改めて各営農センター・支店よりお知らせ致します。

　JAバンクは、盗難通帳等（盗難された通帳・証書をいう。以下同じ。）により不正に貯金を払戻
しされたり、JAネットバンクにより不正に送金されたりしたことにより被害にあわれた個人のお
客さまに対し、2008年９月から、下記のとおり被害を補償することとしました。
　JAバンクではこれまでも、預貯金者保護法（※１）に則り、個人のお客さまに偽造・盗難キャッ
シュカードによる被害の補償を実施しておりますが、同法における偽造・盗難キャッシュカード
被害補償に準じて、盗難通帳等による被害およびJAネットバンクの不正利用被害についても貯金
規定、カード規定、JAネットバンク利用規定等に基づき補償を行う旨の申し合わせを行い、お客
さまに安心してお取引いただけるためにより一層努力していくものです。

記

１．補償の要件
（１）　 通帳等、カードもしくは認証情報の盗取または不正な払戻し等に気づいてからすみやか

に、JAバンクへの通知が行われていること
（２）　 JAバンクの調査に対し、お客さまから十分な説明が行われていること
（３）　 JAバンクに対し、警察等の捜査機関への被害届の提出または事情説明等が行われている

ことが確認できるものを示していること

２．補償の範囲
（１）　 個人のお客さまを対象とします。
（２）　 JAバンクへの通知が行われた日から30日前の日以降になされた不正な払戻し等を補償し

ます。ただし、お客さまに過失がある場合（※２）は、補償額を減額する場合がございます。

３．補償を行わない場合
（１）　 お客さまに故意または重大な過失がある場合（※３）
（２）　 お客さまの配偶者、二親等内の親族、同居の親族、その他の同居人または家事使用人によっ

て行われた場合
（３）　 お客さまが被害に関する重要な事項について、偽りの説明を行った場合
（４）　 戦争、暴動等による著しい社会秩序の混乱に乗じ、またはこれに付随して、お客さまが

被害にあった場合 
（５）　 上記１（１）への通知が通帳等、カード、認証情報等の盗取が行われた日（当該日が明らか

でないときは、盗取による不正な払戻し等が最初に行われた日）から２年を経過する日以
降に行われた場合

預貯金等の不正な払戻しへの
JAバンクの対応について 2026年４月１日

（※１）　 偽造カード等及び盗難カード等を用いて行われる不正な機械式預貯金払戻し等からの預貯金者の保護等に
関する法律

（※２）　 お客さまの過失となりうる場合について
　　　　お客さまの過失となりうる場合の典型的な事例は、HP又はQRコードをご確認ください。

（※３）　 お客様の重大な過失となりうる場合について
　　　　お客さまの重大な過失となりうる場合の典型的な事例は、HP又はQRコードをご確認ください。

JAミックス・ベジタブル FMおのみち79.4MHzにて、毎週金曜日午前10時半からJA尾道市管内の旬な情報をお届けしています。FMおのみち79.4MHzにて、毎週金曜日午前10時半からJA尾道市管内の旬な情報をお届けしています。 8
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　JA全農ひろしまは４月11日（土）、世羅西地区のお
ぐにフィールドの田んぼで耕畜連携・資源循環ブラン
ド「3-R」の理解醸成を目的に体験会を開催しました。
　参加した家族５組は、3-Rの取り組みについて説明
を受けた後、美味しいご飯の炊き方を学びながら実際
にお米研ぎをしました。その後、田んぼ
で鶏ふん堆肥の散布も体験しました。

耕畜連携・資源循環を学ぶ　「3-R体験会」を開催

鶏ふん堆肥の散布を体験する参加者のみなさん

ＪＡ

水稲講習会 スケジュール
講習会内容 日　　付 場　　所

水 稲 中 後 期
管 理 講 習 会

７月１日（水）
午前 甲 山 支 店　　会 議 室

午後 世 羅 西 支 店　　２階会議室

７月２日（木）
午前 御 調 支 店　　２階会議室

午後 世 羅 支 店　　２階会議室

７月６日（月）
午前 経 済 事 業 本 部　　会 議 室

午後 旧 原 田 出 張 所　　会 議 室

７月７日（火）
午前 農村環境改善センター　　研 修 室

午後 尾 道 北 支 店　　２階会議室
※講習会の詳細時間につきましては、改めて各営農センター・支店よりお知らせ致します。

　JAバンクは、盗難通帳等（盗難された通帳・証書をいう。以下同じ。）により不正に貯金を払戻
しされたり、JAネットバンクにより不正に送金されたりしたことにより被害にあわれた個人のお
客さまに対し、2008年９月から、下記のとおり被害を補償することとしました。
　JAバンクではこれまでも、預貯金者保護法（※１）に則り、個人のお客さまに偽造・盗難キャッ
シュカードによる被害の補償を実施しておりますが、同法における偽造・盗難キャッシュカード
被害補償に準じて、盗難通帳等による被害およびJAネットバンクの不正利用被害についても貯金
規定、カード規定、JAネットバンク利用規定等に基づき補償を行う旨の申し合わせを行い、お客
さまに安心してお取引いただけるためにより一層努力していくものです。

記

１．補償の要件
（１）　 通帳等、カードもしくは認証情報の盗取または不正な払戻し等に気づいてからすみやか

に、JAバンクへの通知が行われていること
（２）　 JAバンクの調査に対し、お客さまから十分な説明が行われていること
（３）　 JAバンクに対し、警察等の捜査機関への被害届の提出または事情説明等が行われている

ことが確認できるものを示していること

２．補償の範囲
（１）　 個人のお客さまを対象とします。
（２）　 JAバンクへの通知が行われた日から30日前の日以降になされた不正な払戻し等を補償し

ます。ただし、お客さまに過失がある場合（※２）は、補償額を減額する場合がございます。

３．補償を行わない場合
（１）　 お客さまに故意または重大な過失がある場合（※３）
（２）　 お客さまの配偶者、二親等内の親族、同居の親族、その他の同居人または家事使用人によっ

て行われた場合
（３）　 お客さまが被害に関する重要な事項について、偽りの説明を行った場合
（４）　 戦争、暴動等による著しい社会秩序の混乱に乗じ、またはこれに付随して、お客さまが

被害にあった場合 
（５）　 上記１（１）への通知が通帳等、カード、認証情報等の盗取が行われた日（当該日が明らか

でないときは、盗取による不正な払戻し等が最初に行われた日）から２年を経過する日以
降に行われた場合

預貯金等の不正な払戻しへの
JAバンクの対応について 2026年４月１日

（※１）　 偽造カード等及び盗難カード等を用いて行われる不正な機械式預貯金払戻し等からの預貯金者の保護等に
関する法律

（※２）　 お客さまの過失となりうる場合について
　　　　お客さまの過失となりうる場合の典型的な事例は、HP又はQRコードをご確認ください。

（※３）　 お客様の重大な過失となりうる場合について
　　　　お客さまの重大な過失となりうる場合の典型的な事例は、HP又はQRコードをご確認ください。

農産物直売所 ええじゃん尾道 尾道店･向島店 地域の“旬”と“うまい”をお届けします。地域の“旬”と“うまい”をお届けします。
尾道店 ☎0848-55-9048 午前9時から午後6時まで営業　向島店 ☎0848-20-6008 午前9時から正午まで営業尾道店 ☎0848-55-9048 午前9時から午後6時まで営業　向島店 ☎0848-20-6008 午前9時から正午まで営業

9
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令和７年度正職員退職者名簿

部署 役職 氏名

ハラダ協同サービス出向 センター長 新　田　勝　彦
経済事業課 係長 坂　本　親　治

定年退職

部署 役職 氏名

世羅西支店 次長 宗　平　貴　美

ハラダ協同サービス出向 係長 三　宅　寛　之

共 済 課 小　田　翔一朗

吉 和 支 店 大　塚　　　凜

尾道北支店 福　本　賢　太

御 調 支 店 向　山　明　李

依願退職
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

● 喉の渇きを感じる前にこまめに水分を摂る
　水分が不足しやすい起床時や入浴前後、就寝前は意
識して、コップ１杯程度の水かお茶を飲みましょう。
カフェインやアルコールは利尿作用があるため、水分
補給にはなりません。嗜好品として適度に楽しみましょ
う。スポーツドリンクには糖分が多く含まれるため、
大量に汗をかいた時のみに限定することをおすすめし
ます。
● 食事をきちんと摂る
　野菜や果物、汁物やごはんも水分補給になります。３食しっかり摂りましょう。
● エアコン等で部屋の温度・湿度を管理する
　温度と湿度を管理することで、体の表面から奪われる水分量を減らすことができます。
　夏季は室温25〜28℃、湿度40〜60％、冬季は室温18〜22℃、湿度50％前後を目安に調整しましょう。

脱 水 を 予 防 する３つ の 習 慣

　季節の変わり目は、気温や湿度の変化に体が慣れておらず、汗が出にくかったり、のどの渇きを感じに
くかったりします。その結果、知らず知らずのうちに体の中の水分が減ってしまう「かくれ脱水」になるこ
とがあります。この状態に気が付かずにいると、夏でなくても熱中症になる恐れがあり、注意が必要です。

季節の変わり目は
「かくれ脱水」にご用心！

健
康
だ
よ
り

　健康な成人では１日に2,500mlの水分が必要
です。そのうち食事で約1,000mlが摂れ、体内
で300mlが作られるため、飲み物としては、
1,200mlが１日の摂取の目安となります。
※ 腎臓病などで水分制限がある方は医師に相談しましょう。

振り返ってみましょう。

1杯 ml × １日 回 ＝  ml
１杯の目安：湯呑約150ml・コップ約180ml

あなたは１日にどのくらいの飲み物を摂っていますか？

水分摂取

食事

のみ水

合計

体内で
作られる水

水分排出

尿・便

呼気や汗

合計

出典：環境省熱中症環境保健マニュアル（2022）

● 爪の先を押して赤みが戻るまでに３秒以上
かかる

● 手の甲をつまんですぐ離し、
つまんだ跡が消えるまでに
３秒以上かかる

か くれ 脱 水 の 見 つ け 方

頭痛

のどが
渇く

足がつる
尿量が減る
・

尿の色が
濃くなる

眠気・
倦怠感

めまい・
たちくらみ

脱 水 時 に み ら れる 症 状

起床時①

朝食時②

合間に③

昼食時④
夕食時 ⑥

入浴時 ⑦

睡眠前 ⑧

動いたあと⑤

はっさくシャーベット はっさくの爽やかな酸味や程よい苦味はそのままに、凍らせることでシャリシャリとした食感が楽しめます。はっさくの爽やかな酸味や程よい苦味はそのままに、凍らせることでシャリシャリとした食感が楽しめます。 10
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話
に
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り
ま
し
た
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● 喉の渇きを感じる前にこまめに水分を摂る
　水分が不足しやすい起床時や入浴前後、就寝前は意
識して、コップ１杯程度の水かお茶を飲みましょう。
カフェインやアルコールは利尿作用があるため、水分
補給にはなりません。嗜好品として適度に楽しみましょ
う。スポーツドリンクには糖分が多く含まれるため、
大量に汗をかいた時のみに限定することをおすすめし
ます。
● 食事をきちんと摂る
　野菜や果物、汁物やごはんも水分補給になります。３食しっかり摂りましょう。
● エアコン等で部屋の温度・湿度を管理する
　温度と湿度を管理することで、体の表面から奪われる水分量を減らすことができます。
　夏季は室温25〜28℃、湿度40〜60％、冬季は室温18〜22℃、湿度50％前後を目安に調整しましょう。

脱 水 を 予 防 する３つ の 習 慣

　季節の変わり目は、気温や湿度の変化に体が慣れておらず、汗が出にくかったり、のどの渇きを感じに
くかったりします。その結果、知らず知らずのうちに体の中の水分が減ってしまう「かくれ脱水」になるこ
とがあります。この状態に気が付かずにいると、夏でなくても熱中症になる恐れがあり、注意が必要です。

季節の変わり目は
「かくれ脱水」にご用心！

健
康
だ
よ
り

　健康な成人では１日に2,500mlの水分が必要
です。そのうち食事で約1,000mlが摂れ、体内
で300mlが作られるため、飲み物としては、
1,200mlが１日の摂取の目安となります。
※ 腎臓病などで水分制限がある方は医師に相談しましょう。

振り返ってみましょう。

1杯 ml × １日 回 ＝  ml
１杯の目安：湯呑約150ml・コップ約180ml

あなたは１日にどのくらいの飲み物を摂っていますか？

水分摂取

食事

のみ水

合計

体内で
作られる水

水分排出

尿・便

呼気や汗

合計

出典：環境省熱中症環境保健マニュアル（2022）

● 爪の先を押して赤みが戻るまでに３秒以上
かかる

● 手の甲をつまんですぐ離し、
つまんだ跡が消えるまでに
３秒以上かかる

か くれ 脱 水 の 見 つ け 方

頭痛

のどが
渇く

足がつる
尿量が減る
・

尿の色が
濃くなる

眠気・
倦怠感
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脱 水 時 に み ら れる 症 状

起床時①

朝食時②

合間に③

昼食時④
夕食時 ⑥

入浴時 ⑦

睡眠前 ⑧

動いたあと⑤

お願い JAへお電話をいただく際には、番号をお間違えのないようお願いいたします。JAへお電話をいただく際には、番号をお間違えのないようお願いいたします。11
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クロスワード ●出題：ニコリパズル 中華調味料の素
３種セット
７名様にプレゼント！

今月の
プレゼント

二重マスの文字をA～Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか?

ヨコのカギ
①  端午の節句に風呂の湯へ入れます
②  変わると寝つけない人もいます
③  岩の多い海岸のこと
⑤  現在の元号です
⑥  アルファベットの14番目
⑧  安、実、宝に共通の部首
⑫  漢字では羊歯などと書く植物

⑬  車のこと。――ナビ
⑭  つくね、ハツ、砂肝といえば
⑮  キャッチャーともいいます
⑯  ゴルフクラブの種類のひとつ
⑰  童謡「ぶんぶんぶん」で飛ぶもの
⑲  ウサギのものは長め

タテのカギ
①  女性同士のきょうだい
④  トーシューズをはいて踊ります
⑦  風呂場でお湯をためるところ
⑨  太古から人間に飼われている動物
⑩  表の反対側
⑪  端午の節句に――餅を食べた
⑬  日本三大祭りのひとつ、――祭。東京で５

月におこなわれます

⑮  ――ベース、アット――
⑯  釣り人がじっと見るもの
⑰  川を渡るためにかけます
⑱  そろそろ行かないと！　タイム――だよ
⑳  Ｓが小ならＭは
㉑  ５月４日は――の日。国民の祝日です

A CB E
答え

応募方法
はがきにパズルの答え、住所、氏名、年齢、電話番号
をお書きのうえご応募ください。正解者の中から抽選で、
7名様に賞品を進呈します。

※ お寄せいただいた個人情報は、プレゼントの抽選•当選発表•
お便りの発表以外には使用いたしません。

締め切り ５月末日　必着

あ て 先 〒722-0014　尾道市新浜一丁目10-31
JA尾道市総合企画部  企画課

A
チ

C
シ

B
ラ

D
ズ

E
シ

３月号の解答

D

３月号クロスワード当選者

尾道市栗原町 青山　弘子さん
尾道市高須町 岡田　洋子さん
尾道市美ノ郷町 萩原　みゆきさん
尾道市御調町 金野　伸子さん
尾道市向島町 松本　美智香さん
尾道市因島田熊町 村上　史江さん
世羅郡世羅町 相良　照子さん

（応募総数107通） 解答：チラシズシ

とっておきレシピ 飾りいなり寿司
材 料 〈３種類・各２個分〉 作り方

❶ すし飯を作る。米を研ぎ、昆布だしで炊く。炊
き上がったら混ぜ合わせたＡをかけ、切るよう
に混ぜる。ここに白ごまを混ぜ、６等分にする。
❷ 油揚げは半分に切って袋状にし、熱湯をかけて
油抜きをする。鍋にかつおだし、砂糖、しょう
ゆを煮立て、ここに油揚げを入れ落としぶたを
して、弱火で汁気がなくなるまで煮る。
❸ 油揚げの切り込み部分を少し内側に入れて、す
し飯を詰める。
❹ ２色そぼろいなりを作る。鶏ひき肉とＢを混ぜ
て鍋に入れ、菜箸を４、５本使って混ぜながら
弱火にかけ、鶏そぼろを作る。別の鍋に割りほ
ぐした卵とＣを入れ、菜箸を４、５本使って混
ぜながら卵そぼろを作る。ニンジンは花型で抜
き、ゆでる。❸の上に鶏そぼろと卵そぼろ、ニ
ンジンをのせる。
❺ 梅しらすいなりはしらすと刻んだ梅干し、千切
りにした大葉を飾る。エビアボカドいなりは半
分に切ったゆでエビとアボカドを飾り、マヨ
ネーズを付ける。

赤堀料理学園校長
赤堀博美ええJAん!おのみち

理事会
だより

開催日
令和８年５月11日（月）

● 第１号議案  令和８年度「内部統制システム基本方
針」（案）について

● 第２号議案  総代選挙の各管理者並びに各立会人の
指名について

審議事項

●米   150g
●だし（昆布だし）   180ml
●Ａ
　　酢   25ml
　　砂糖   3g
　　塩   1g

●白ごま   大さじ１
●油揚げ   ６枚
● だし（かつおだし） 
  200ml
●砂糖   50g
●しょうゆ   大さじ２

左・２色そぼろいなり
●鶏ひき肉   50g
●Ｂ
　　砂糖   小さじ1/2
　　しょうゆ   小さじ１
　　酒   小さじ１
　　みりん   小さじ１
　　しょうが汁   少々
●ニンジン（薄切り）   ２枚
●卵   １個
●Ｃ
　　砂糖   大さじ1/2
　　塩   少々

中央・梅しらすいなり
●しらす   大さじ２
●梅干し   １個
●大葉   １枚

右・エビアボカドいなり
●ゆでエビ   １尾
●アボカド（薄切り）   ２枚
●マヨネーズ   少々

組合員の方から
変わったダイコンの写真を
いただきました！

※理事会議事録は、各支店に備え置きしております。

皆さんからの
お便り

待ってます!

購買品
今月のオススメ

注文・お問い合わせは下記事業所まで
東尾道営農センター 0848-56-1231TEL 0848-38-2525FAX

尾道北営農センター 0848-29-9611TEL 0848-29-9612FAX

御 調 支 店 0848-76-2242TEL 0848-76-0422FAX向 島 営 農 センタ ー 0848-44-2106TEL 0848-44-1715FAX

因 島 営 農 センタ ー 0845-25-6161TEL 0845-25-6160FAX

世 羅 営 農 センタ ー 0847-25-5029 TEL 0847-22-3804FAX

浦 崎 支 店 0848-73-3311TEL 0848-73-3313FAX

世 羅 西 支 店 0847-37-7100TEL 0847-37-2165FAX

氏 名 連絡先 ー ー

〒
住 所

注文番号 品 名 数 量

ええJAん!おのみち５月号　今月のオススメ購買品　ご注文用紙

注文の際は、TELまたは注文用紙をご持参ください。

持ち帰り　・　配達

注）配達はJA尾道市管内に限ります。配達日時につきましては、注文先へご確認ください。

規　格 当用価格 予約価格

① 500ml  2,490円  2,197円

② １L  4,540円  4,006円

③ ２L  7,586円  6,693円

④ 5.5L 14,708円 12,978円
※価格は全て税込です。

●散布１時間後の雨に強い！散布後1時間経てば確かな効果を発揮

●低温時に強い！雑草の活性が低い低温時にも効果あり

●朝露にも強い！朝露がついた状態でも効果あり

●水量が1/20に！専用ULV5ノズルの使用で省力化

ラウンドアップ
マックスロード

ラウンドノズル ULV5はラウンドアップマックスロードの
除草効果はそのままに、薬量500mlを水５L/10aの少量散
布を実現。
水量が圧倒的に少なく、非常に楽に散布できます。1度の給
水でより広い面積に散布でき、除草作業の省力化が可能です。

ラウンドアップマックスロード専用ノズル

ラウンドノズル ULV5セット

ともに 2,840円（税込）
⑤バッテリー・人力用
⑥動力用
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クロスワード ●出題：ニコリパズル 中華調味料の素
３種セット
７名様にプレゼント！

今月の
プレゼント

二重マスの文字をA～Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか?

ヨコのカギ
①  端午の節句に風呂の湯へ入れます
②  変わると寝つけない人もいます
③  岩の多い海岸のこと
⑤  現在の元号です
⑥  アルファベットの14番目
⑧  安、実、宝に共通の部首
⑫  漢字では羊歯などと書く植物

⑬  車のこと。――ナビ
⑭  つくね、ハツ、砂肝といえば
⑮  キャッチャーともいいます
⑯  ゴルフクラブの種類のひとつ
⑰  童謡「ぶんぶんぶん」で飛ぶもの
⑲  ウサギのものは長め

タテのカギ
①  女性同士のきょうだい
④  トーシューズをはいて踊ります
⑦  風呂場でお湯をためるところ
⑨  太古から人間に飼われている動物
⑩  表の反対側
⑪  端午の節句に――餅を食べた
⑬  日本三大祭りのひとつ、――祭。東京で５

月におこなわれます

⑮  ――ベース、アット――
⑯  釣り人がじっと見るもの
⑰  川を渡るためにかけます
⑱  そろそろ行かないと！　タイム――だよ
⑳  Ｓが小ならＭは
㉑  ５月４日は――の日。国民の祝日です

A CB E
答え

応募方法
はがきにパズルの答え、住所、氏名、年齢、電話番号
をお書きのうえご応募ください。正解者の中から抽選で、
7名様に賞品を進呈します。

※ お寄せいただいた個人情報は、プレゼントの抽選•当選発表•
お便りの発表以外には使用いたしません。

締め切り ５月末日　必着

あ て 先 〒722-0014　尾道市新浜一丁目10-31
JA尾道市総合企画部  企画課

A
チ

C
シ

B
ラ

D
ズ

E
シ

３月号の解答

D

３月号クロスワード当選者

尾道市栗原町 青山　弘子さん
尾道市高須町 岡田　洋子さん
尾道市美ノ郷町 萩原　みゆきさん
尾道市御調町 金野　伸子さん
尾道市向島町 松本　美智香さん
尾道市因島田熊町 村上　史江さん
世羅郡世羅町 相良　照子さん

（応募総数107通） 解答：チラシズシ

とっておきレシピ 飾りいなり寿司
材 料 〈３種類・各２個分〉 作り方

❶ すし飯を作る。米を研ぎ、昆布だしで炊く。炊
き上がったら混ぜ合わせたＡをかけ、切るよう
に混ぜる。ここに白ごまを混ぜ、６等分にする。
❷ 油揚げは半分に切って袋状にし、熱湯をかけて
油抜きをする。鍋にかつおだし、砂糖、しょう
ゆを煮立て、ここに油揚げを入れ落としぶたを
して、弱火で汁気がなくなるまで煮る。
❸ 油揚げの切り込み部分を少し内側に入れて、す
し飯を詰める。
❹ ２色そぼろいなりを作る。鶏ひき肉とＢを混ぜ
て鍋に入れ、菜箸を４、５本使って混ぜながら
弱火にかけ、鶏そぼろを作る。別の鍋に割りほ
ぐした卵とＣを入れ、菜箸を４、５本使って混
ぜながら卵そぼろを作る。ニンジンは花型で抜
き、ゆでる。❸の上に鶏そぼろと卵そぼろ、ニ
ンジンをのせる。
❺ 梅しらすいなりはしらすと刻んだ梅干し、千切
りにした大葉を飾る。エビアボカドいなりは半
分に切ったゆでエビとアボカドを飾り、マヨ
ネーズを付ける。

赤堀料理学園校長
赤堀博美ええJAん!おのみち

理事会
だより

開催日
令和８年５月11日（月）

● 第１号議案  令和８年度「内部統制システム基本方
針」（案）について

● 第２号議案  総代選挙の各管理者並びに各立会人の
指名について

審議事項

●米   150g
●だし（昆布だし）   180ml
●Ａ
　　酢   25ml
　　砂糖   3g
　　塩   1g

●白ごま   大さじ１
●油揚げ   ６枚
● だし（かつおだし） 
  200ml

●砂糖   50g
●しょうゆ   大さじ２

左・２色そぼろいなり
●鶏ひき肉   50g
●Ｂ
　　砂糖   小さじ1/2
　　しょうゆ   小さじ１
　　酒   小さじ１
　　みりん   小さじ１
　　しょうが汁   少々
●ニンジン（薄切り）   ２枚
●卵   １個
●Ｃ
　　砂糖   大さじ1/2
　　塩   少々

中央・梅しらすいなり
●しらす   大さじ２
●梅干し   １個
●大葉   １枚

右・エビアボカドいなり
●ゆでエビ   １尾
●アボカド（薄切り）   ２枚
●マヨネーズ   少々

組合員の方から
変わったダイコンの写真を
いただきました！

※理事会議事録は、各支店に備え置きしております。

皆さんからの
お便り

待ってます!

購買品
今月のオススメ

注文・お問い合わせは下記事業所まで
東尾道営農センター 0848-56-1231TEL 0848-38-2525FAX

尾道北営農センター 0848-29-9611TEL 0848-29-9612FAX

御 調 支 店 0848-76-2242TEL 0848-76-0422FAX向 島 営 農 センタ ー 0848-44-2106TEL 0848-44-1715FAX

因 島 営 農 センタ ー 0845-25-6161TEL 0845-25-6160FAX

世 羅 営 農 センタ ー 0847-25-5029 TEL 0847-22-3804FAX

浦 崎 支 店 0848-73-3311TEL 0848-73-3313FAX

世 羅 西 支 店 0847-37-7100TEL 0847-37-2165FAX

氏 名 連絡先 ー ー

〒
住 所

注文番号 品 名 数 量

ええJAん!おのみち５月号　今月のオススメ購買品　ご注文用紙

注文の際は、TELまたは注文用紙をご持参ください。

持ち帰り　・　配達

注）配達はJA尾道市管内に限ります。配達日時につきましては、注文先へご確認ください。

規　格 当用価格 予約価格

① 500ml  2,490円  2,197円

② １L  4,540円  4,006円

③ ２L  7,586円  6,693円

④ 5.5L 14,708円 12,978円
※価格は全て税込です。

●散布１時間後の雨に強い！散布後1時間経てば確かな効果を発揮

●低温時に強い！雑草の活性が低い低温時にも効果あり

●朝露にも強い！朝露がついた状態でも効果あり

●水量が1/20に！専用ULV5ノズルの使用で省力化

ラウンドアップ
マックスロード

ラウンドノズル ULV5はラウンドアップマックスロードの
除草効果はそのままに、薬量500mlを水５L/10aの少量散
布を実現。
水量が圧倒的に少なく、非常に楽に散布できます。1度の給
水でより広い面積に散布でき、除草作業の省力化が可能です。

ラウンドアップマックスロード専用ノズル

ラウンドノズル ULV5セット

ともに 2,840円（税込）
⑤バッテリー・人力用
⑥動力用
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